
社内カンパニー制に移行後，はじめての小誌をお届けする。

今後は，インフォソリューションズ，メジャメントソリュー

ションズ，インダストリアル ソリューションズ，ネットワー

クソリューションズの各カンパニーが自己責任において業績

を拡大すべく，オリジナリティに富んだハイレベルなソリュ

ーションをご提供していくことになる。ご期待ください。

さて，最近，「情報ネットワーク社会」（今井賢一著，岩波

新書）という本に出会った。１９８４年に発行された本であ

りながら，現在の社会認識と今後の洞察力に新鮮な感動を覚

えたので紹介したい。情報ネットワーク社会を，「情報の生

産と伝達が発展の原動力となり，ネットワーク型の組織によ

って編成される社会」と定義し，その本質的な内容と今後の

展望を述べている。まず，その本質とは，本来，人と人とが

交換してきた情報を，情報通信という安価で有効な手段を手

に入れることにより，生産，流通，金融と言った定型業務型

産業の機械化を急速に進め基盤を改革するとともに，それま

で無関係であった産業，企業を新たに連結し，異質なものを

結び付けることによって，新たな産業を生む社会としている。

そして，情報・通信系技術の革新と自立性を求める現代の価

値観が社会をこの方向に推し進めており，将来，情報通信イ

ンフラストラクチャの整備が進み，ある時期までくると突如

不連続な変化が発生する。すなわち，これまでの鉄鋼，石油

といった天然資源という有限な資源を基盤とした社会組織

が，情報と言う目に見えない無限の資源に支えられた社会組

織に変貌すると，まさに現在のＩＴ革命を言い当てている。

この革命の原動力こそが，先端技術に支えられた自主性を

持った小集団が自発的に連携し，創造的なソリューションを

生み出す活動であると言い，自主性をもった小集団とは究極

的には個人であり，仕事の中に喜びを見出し，自己充足する

ことであるとしている。そして，この自己充足の状態とは，

仕事を生活のための手段と割り切ることから脱却し，心をこ

めた手作りの仕事をすること，と結んでいる。

小生のように，休日になっても心のどこかに仕事のわだ

かまりをもって余暇に没頭できない会社人間を，仕事を手

段的価値と割り切ることすらもできない未熟な状態と見る

か，自己充足に一歩近づいた状態と見るか，それが問題で

ある。 （N.F.）
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